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講演内容

1.本学留学派遣の現状

a) 中長期プログラム
b) 短期プログラム
c) 研究調査渡航
d) 奨学金

2.学生の動向

3.派遣時の問題とその解決



講演内容

1.本学留学派遣の現状

a) 中長期プログラム
b) 短期プログラム
c) 研究調査渡航
d) 奨学金

2.学生の動向

3.派遣時の問題とその解決

1.本学留学派遣の現状

a) 中長期プログラム
協定校への交換留学
（大学院生・学部生）
共同学位プログラム
（ダブルディグリー・

ジョイントディグリー）
（大学院生）
二重学籍による留学
（大学院生）



Three-year double-major double-degree program

Research I
(Topic 1)

Research II
(Topic 2)

at IPB university

Kyoto 
students

IPB
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●Double-degree

Master’s 
degree

Master’s 
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Research I
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admission

March

March

4 credits (common 
courses)

10 credits (credit
transfer from IPB 

to Kyoto)

9 credits 
(seminar, 

experiments)

7 credits 
(coursework)

Research I
(Topic 1)

March

August

2 years + 2 years  3 years

All students must pass the regular entrance examination
at the home university.
Students must have TOEFL iBT 80 or IELTS 6.0 or
their equivalent scores in other tests.
The home university recruits participant.
Applicants must submit a) transcript, b) certificate of
scores in TOEFL or IELTS, and c) application forms.

Admission requirements

Double-degree program (DDP)



Based on the MOU, the tuition fees at the host university shall be
waived.
KU assumes the cost of one round-trip flight ticket and
accommodation (Probably)
JASSO’s scholarship of 80,000 yen per month may be available
(competition base).

Tuition fees and financial support

Double-degree program (DDP)

Brochure is 
available online!

Difference of academic calendar
Requirement for the completion (credit, thesis, etc.)
Credit transfer
Curriculum information including syllabus in English
English taught classes

Sharing information on the educational system in both side

Double-degree program (DDP)

Brochure is 
available online!



1.本学留学派遣の現状

b) 短期プログラム
国際交流科目
（主として学部１・2回生）
協定校のサマースクール等
（主として学部生）
大学の世界展開力強化事業
（学部生・大学院生）
部局独自のプログラム
（学部生・大学院生）

1.本学留学派遣の現状

c) 研究調査渡航
各部局で長期・短期渡航
（主として大学院生）
（主としてフィールド調査）
インターンシップ
おもろチャレンジ
（主として大学院生）



1.本学留学派遣の現状

d) 奨学金
ジョン万プログラム（本学）
おもろチャレンジ（本学）
JASSO 留学支援
（プログラムとして申請）
トビタテ
種々の財団等

講演内容

1.本学留学派遣の現状

a) 中長期プログラム
b) 短期プログラム
c) 研究調査渡航
d) 奨学金

2.学生の動向

3.派遣時の問題とその解決
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図．日本人留学生の推移

図．本学留学派遣数の推移
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図．各大学留学派遣数の推移
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2.学生の動向

a) 中長期プログラム
協定校への交換留学

協定校の増加
英語圏の大学が人気
アジア圏の大学は横ばい

共同学位プログラム
大学の世界展開力強化事業、
SGU、概算要求特別プログラム
ASEAN からの受入中心
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図．本学交換留学派遣数の推移（左：総数、右：地域別）
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図．本学留学派遣数の推移
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2.学生の動向

a) 中長期プログラム
協定校への交換留学

協定校の増加
英語圏の大学が人気
アジア圏の大学は横ばい

共同学位プログラム
大学の世界展開力強化事業、
SGU、概算要求特別プログラム
ASEAN からの受入中心

Double-degree program AY2013-15

Thailand

Inbound
Chulalongkorn

2014: 2 (PH)
2015: 1 (PH)

Kasetsart
2014: 2 (Agr)

Outbound
Kasetsart

2014: 1 (Agr)

Malaysia

Inbound
U of Malaya

2014: 2 (PH)
2015: 1 (PH)

Outbound
U of Malaya

2014: 2 (PH, Ene)

Indonesia

Inbound
Gadjah Mada

2013: 2 (Agr)
2014: 3 (Agr)

Outbound
Gadjah Mada

2014: 2 (Agr)

※ DDP with Institute of Technology
Bandung started in 2013 in energy
science.

Singapore

Negotiating details to start DDP with 
National University of Singapore

Recruiting students for AY2015-16 
now!

Recruiting students for AY2015-16 
now!



2.学生の動向

b) 短期プログラム
国際交流科目

次年度以降、ILAS科目
つかみにくい学生の動向
複数科目への参加
中長期留学へ

協定校のサマースクール等
英語圏、アジア圏ともに人気
中長期留学へ

図．国際交流科目参加者数の推移
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図．学部別国際交流科目参加者数
（左：2015、右：2016）
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2.学生の動向

b) 短期プログラム
国際交流科目

次年度以降、ILAS科目
つかみにくい学生の動向
複数科目への参加
中長期留学へ

協定校のサマースクール等
英語圏、アジア圏ともに人気
中長期留学へ

2.学生の動向

b) 短期プログラム
大学の世界展開力強化事業

短期派遣プログラムとして人気
共同学位プログラムへのステップ？

部局独自のプログラム
今後増加？

a、b とも進路との関係



2.学生の動向

本学留学プログラム参加者の就職先（農
学部・農学研究科 2015・2016両年の卒
修了生）

学部： 丸紅

修士： 環境省、農業・食品産業技術総合
研究機構、花王、東レ、旭化成、キリンビー
ル、黄桜、長谷川香料、アルー、三井住友銀
行、ツムラ、朝日新聞、ミサワホーム、日本

たばこ、住友商事、日本新薬

2.学生の動向

c) 研究調査渡航
フィールド系部局で微減？
指導委託や短期研修
インターンシップ
少しずつ増える？



講演内容

1.本学留学派遣の現状

a) 中長期プログラム
b) 短期プログラム
c) 研究調査渡航
d) 奨学金

2.学生の動向

3.派遣時の問題とその解決

3.派遣時の問題とその解決

a) 中長期プログラム
１．様々な危機

災害・テロ・政変・事故・病気
パスポート等紛失

２．学修・カリキュラム上の問題
英語講義がない・ついていけない

３．在留資格・期間等の問題
４．心の病・不適応
５．生活上の問題



3.派遣時の問題とその解決

b) 短期プログラム
１．様々な危機

災害・テロ・政変
事故・病気
パスポート等紛失

２．プログラム実施上の問題
内容への不満、学生の不適応

３．生活上の問題
ホームステイ先・通信

3.派遣時の問題とその解決

c) 研究調査渡航
１．様々な危機

災害・テロ・政変
事故・病気
パスポート等紛失

２．フィールド調査実施上の問題
調査許可・調査研究用ビザ

３．生活上の問題
ホームステイ先・通信



3.派遣時の問題とその解決
問題発生時の対応

１．様々な危機
危機機管理マニュアルに沿った対応
パスポート等紛失 → 拠点の活用

２．学習内容・プログラム内容
実施機関との交渉
引率教員・担当教員の支援

３．在留資格・調査許可等の問題
拠点・連絡事務所・
カウンターパートへの協力依頼

3.派遣時の問題とその解決

問題発生時の対応
４．心の病・不適応

事前チェック、本人の自覚
早めの診断、早期帰国

５．生活上の問題
ホームステイ先

引率教員・担当教員の支援
通信

複数手段の確保


